
事業名 路線名 市町村名 字名等 事業概要 事業費（千円）

社会資本整備総合交付金事業 （一）磐田掛川線 掛川市 結縁寺 道路拡幅工 329,000

社会資本整備総合交付金事業 （一）山梨一宮線 森町 円田 バイパス整備 950,000

防災・安全交付金事業 （国）414号ほか 伊豆市ほか 自転車通行空間整備 150,000

防災・安全交付金事業 （国）136号ほか 下田市ほか 自転車通行空間整備 250,000

防災・安全交付金事業 （国）135号ほか 伊東市ほか 自転車通行空間整備 150,000

防災・安全交付金事業 （主）伊東大仁線ほか 伊豆の国市ほか 自転車通行空間整備 50,000

防災・安全交付金事業 （一）島田大井川線 藤枝市 大洲 交差点改良 80,000

防災・安全交付金事業 （主）焼津榛原線 焼津市 田尻 歩道整備 100,000

防災・安全交付金事業 （一）榛原金谷線 牧之原市 勝間 歩道整備 280,000

防災・安全交付金事業 （国）135号 熱海市 東海岸町 熱海1号桟道橋　橋梁耐震対策工 24,000

防災・安全交付金事業 （国）150号 御前崎市 池新田 新野川橋　橋梁耐震対策工 58,000

防災・安全交付金事業 （国）150号 磐田市 掛塚 竜洋橋　橋梁耐震対策工 49,000

防災・安全交付金事業 （国）150号 磐田市 掛塚 掛塚橋　橋梁耐震対策工 1,553,000

防災・安全交付金事業 （国）150号 磐田市 駒場 美駒橋　橋梁耐震対策工 18,000

防災・安全交付金事業 （主）伊東修善寺線 伊東市 鎌田 記念が洞橋　橋梁耐震対策工 380,000

防災・安全交付金事業 （主）富士川身延線 富士宮市 長貫 橋場桟道橋　橋梁耐震対策工 580,000

防災・安全交付金事業 （一）沼津小山線 小山町 藤曲 須川橋　橋梁耐震対策工 30,000

防災・安全交付金事業 （一）袋井小笠線 掛川市 中 花面橋　橋梁耐震対策工 215,000

防災・安全交付金事業 （主）清水富士宮線ほか 富士宮市 内房ほか
仲橋ほか15橋
橋梁補修設計・橋梁補修 800,000

防災・安全交付金事業 （主）島田川根線ほか 島田市 神座ほか
御堂沢橋ほか26橋
橋梁補修設計・橋梁補修 300,000

防災・安全交付金事業 （一）御殿場箱根線ほか 御殿場市 東田中ほか
御殿場高架橋ほか9橋
橋梁補修設計・橋梁補修 800,000

防災・安全交付金事業 （主）下田石廊松崎線ほか 南伊豆町 下流ほか
浜出橋ほか1橋
橋梁補修設計・橋梁補修 300,000

防災・安全交付金事業 （国）150号ほか 吉田町 大幡ほか
富士見橋ほか25橋
橋梁補修設計・橋梁補修 800,000

防災・安全交付金事業 （国）150号ほか 袋井市 湊ほか
太郎助橋ほか28橋
橋梁補修設計・橋梁補修 450,000

防災・安全交付金事業 （国）469号ほか 裾野市 須山ほか
二号橋ほか1橋
橋梁補修設計・橋梁補修 450,000

各事業箇所の概要等は別紙３のとおり

公共事業新規実施予定箇所

別紙２



 
別紙３ 

事業名：社会資本整備総合交付金（道路改築）事業           

路線名：（一）磐田掛川線  掛川市結縁寺              

 

１ 事業概要 

全体事業費： Ｃ＝329 百万円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 32 年度 

計画概要： 道路拡幅工（４車線化） Ｌ＝1,700ｍ、Ｗ＝25ｍ 

 

２ 目的・必要性 

一般県道磐田掛川線は、磐田市街地から県営小笠山総合運動公園（通称：エコパスタジアム）

を経て、東名高速道路掛川 ICに至る路線であり、地域間交通を担う重要な幹線道路である。こ

のうち、掛川市南西郷地区は、中東遠総合医療センターの開院や菖蒲ヶ池工業団地への企業進

出により交通量が増加し、朝夕の交通渋滞が発生している。 

本事業は、暫定２車線で供用している当該箇所を４車線に拡幅改良することにより、交通の

ボトルネックを解消し地域間交流の活性化を図ることが目的である。 

なお、エコパスタジアムは平成 31年開催のラクビーワールドカップの会場であり、本路線は

掛川駅および掛川 IC からのアクセス道路となることから、円滑な交通の確保は重要である。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
第３次緊急輸送路 １Ａ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
自動車交通量 1,000 台/日以上 １Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
都市間アクセスの向上 ４Ａ 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
医療施設へのアクセス道路 １Ａ 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
－ － 

重要性 既存計画への位置付け － － 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 － － 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 概ね 5年以内に事業完了 １Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 用地補償が不要 ３Ａ 

計 １１Ａ 



 
別紙３ 

事業名：社会資本整備総合交付金（道路改築）事業           

路線名：（一）山梨一宮線                      

 

１ 事業概要 

全体事業費： Ｃ＝950 百万円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 32 年度 

計画概要： バイパス整備（Ｌ＝1.2ｋｍ、Ｗ＝14.5ｍ） 

 

２ 目的・必要性 

一般県道山梨一宮線（都市計画道路森町袋井インター通り線）は、新東名高速道路森掛川 IC

から東名高速道路袋井 ICを経て、袋井市街地に至る路線であり、地域間交通を担う重要な幹線

道路である。このうち、周智郡森町円田地内は、狭隘で見通しが悪いことから円滑な交通が確

保できていない状況にある。 

このため、バイパスを整備することにより、交通のボトルネックを解消し地域間交流の活性

化を図るとともに、現道の通過交通の転換による沿道住民の生活環境向上が期待できる。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
― ― 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
交安法指定通学路（３号該当） １Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
都市間のアクセス向上 ４Ａ 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 

路線バスの定時性向上 

医療機関へのアクセス向上 
３Ａ 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
― ― 

重要性 既存計画への位置付け ふじのくにの“みちづくり”（H25-H29） １Ｓ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 H27 事業着手準備において着手判断 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 費用便益比 2.0 以上 ３Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元住民と十分に合意形成済 ４Ａ 

計 ２Ｓ・１５Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業                

路線名： 国道４１４号ほか（自転車走行空間整備） 伊豆市ほか    

 

１ 事業概要 

全体事業費： １５０百万円 

計画期間： 平成２８年度から平成３２年度 

計画概要： 自転車通行空間整備Ｌ＝７０km 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、「サイクリストの憧れを呼ぶ聖地“ふじのくに”」の実現に向けて、

伊豆地域でのサイクリング環境の整備として、矢羽根型路面表示を設置するも

のである。路面表示の設置により、自転車の走行位置の明示及びドライバーへ

の自転車走行の注意喚起を行い、自転車の走行環境の向上を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
ネットワーク計画・自動車交通量 ４Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 完成目標 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 歩行者・自転車分離・用地取得不要 ４Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元の熟度 １Ａ 

計 １Ｓ９Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： 国道１３６号ほか（自転車走行空間整備） 下田市ほか    

 

１ 事業概要 

全体事業費： ２５０百万円 

計画期間： 平成２８年度から平成３２年度 

計画概要： 自転車通行空間整備Ｌ＝１２０km 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、「サイクリストの憧れを呼ぶ聖地“ふじのくに”」の実現に向けて、

伊豆地域でのサイクリング環境の整備として、矢羽根型路面表示を設置するも

のである。路面表示の設置により、自転車の走行位置の明示及びドライバーへ

の自転車走行の注意喚起を行い、自転車の走行環境の向上を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 

ネットワーク計画・自動車交通量・歩行者交

通量 
５Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 完成目標 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 歩行者・自転車分離・用地取得不要 ４Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元の熟度 １Ａ 

計 １Ｓ１０Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： 国道１３５号ほか（自転車走行空間整備） 伊東市ほか    

 

１ 事業概要 

全体事業費： １５０百万円 

計画期間： 平成２８年度から平成３２年度 

計画概要： 自転車通行空間整備Ｌ＝８０km 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、「サイクリストの憧れを呼ぶ聖地“ふじのくに”」の実現に向けて、

伊豆地域でのサイクリング環境の整備として、矢羽根型路面表示を設置するも

のである。路面表示の設置により、自転車の走行位置の明示及びドライバーへ

の自転車走行の注意喚起を行い、自転車の走行環境の向上を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 

ネットワーク計画・自動車交通量・歩行者交

通量 
５Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 完成目標 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 歩行者・自転車分離・用地取得不要 ４Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元の熟度 １Ａ 

計 １Ｓ１０Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： (主)伊東大仁線ほか（自転車走行空間整備）伊豆の国市ほか  

 

１ 事業概要 

全体事業費： ５０百万円 

計画期間： 平成２８年度から平成３２年度 

計画概要： 自転車通行空間整備Ｌ＝２５km 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、「サイクリストの憧れを呼ぶ聖地“ふじのくに”」の実現に向けて、

伊豆地域でのサイクリング環境の整備として、矢羽根型路面表示を設置するも

のである。路面表示の設置により、自転車の走行位置の明示及びドライバーへ

の自転車走行の注意喚起を行い、自転車の走行環境の向上を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 

ネットワーク計画・自動車交通量・歩行者交

通量 
４Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 完成目標 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 歩行者・自転車分離・用地取得不要 ４Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元の熟度 １Ａ 

計 １Ｓ９Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： 一般県道 島田大井川線（藤枝市大洲）            

 

１ 事業概要 

全体事業費： ８０百万円 

計画期間： 平成２９年度から平成２９年度 

計画概要： 歩道整備Ｌ＝１４０ｍ 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、県道島田大井川線と県道善左衛門藤枝停車場線の交差点改良（大

洲交差点）である。当該区間は、大洲小学校及び大洲中学校の通学路であるが、

歩道が未整備となっており、通学路合同点検においても要対策箇所となってい

る。このため、交差点改良及び歩道整備を行い、歩行者及び児童の交通安全対

策を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 

通学路指定・死傷事故率・歩行者交通量・自

動車交通量・ 
７Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 合同点検箇所 １Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 事業期間・事業効果 ４Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 用地取得済・地元の熟度 ３Ａ 

計 １Ｓ１４Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： 主要地方道 焼津榛原線（焼津市田尻）           

 

１ 事業概要 

全体事業費： １００百万円 

計画期間： 平成２９年度から平成３０年度 

計画概要： 歩道整備Ｌ＝５５ｍ 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、県道焼津榛原線（焼津市田尻）の歩行空間整備である。当該区間

は、和田小学校の通学路であるが、歩道が未整備となっており、通学路合同点

検においても要対策箇所となっている。このため、歩道整備を行い、歩行者及

び児童の交通安全対策を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 

通学路指定・死傷事故率・歩行者交通量・自

動車交通量・・用地取得の見込み・ 
６Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 合同点検箇所・事業着手準備制度 ２Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 事業期間・事業効果 ３Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 用地取得の見込み・地元の熟度 ４Ａ 

計 ２Ｓ１３Ａ 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金（交通安全）事業             

路線名： 一般県道 榛原金谷線（牧之原市勝間）           

 

１ 事業概要 

全体事業費： ２８０百万円 

計画期間： 平成２９年度から平成３２年度 

計画概要： 歩道整備Ｌ＝６３０ｍ 

 

２ 目的・必要性 

本事業は、県道榛原金谷線（牧之原市勝間）の歩道整備である。当該区間は、

勝間田小学校の通学路となっているが歩道が未整備であることから、通学路合

同点検における要対策箇所となっている。このため、歩道整備を行い、歩行者

及び児童の交通安全対策を図るものである。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
  

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
通学路指定・歩行者交通量・自動車交通量 ３Ａ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け   

緊急性 速やかな事業着手の必要性 通学路合同点検実施箇所・事業着手準備制度 ２Ｓ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 事業効果 ２Ａ 

熟度 事業の熟度（執行の環境） 地元の熟度 ２Ａ 

計 ２Ｓ７Ａ 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                      

路線名：（国）135 号 熱海市東海岸町（熱海 1号桟道橋）橋梁耐震   

 

１ 事業概要 

全体事業費： 24,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（国）135号は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路として指定

されている路線である。 

 本 橋 梁 は、大 規 模地 震 発 生 時 に十 分 な耐 震 性 能 が確 保 されておらず重 大 な

損傷の恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能

向上を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

 

 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前    

(適用道路橋示方書：昭和 39年)    
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）   

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（国）150 号 御前崎市池新田（新野川橋）橋梁耐震      

 

１ 事業概要 

全体事業費： 58,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 30 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（国）150 号は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路として指定さ

れている路線である。 

 本橋梁は、大規模地震発生時に十分な耐震性能が確保されておらず重大な損傷の

恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能向上を図

る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

Ｈ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
 

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」以降「平成 8年」より前 

(適用道路橋示方書：平成 2年)  
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）  

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                      

路線名：（国）150 号 磐田市掛塚（竜洋橋）橋梁耐震         

 

１ 事業概要 

全体事業費： 49,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 30 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（国）150 号は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路として指定され

ている路線である。 

 本橋梁は、大規模地震発生時に十分な耐震性能が確保されておらず重大な損傷の

恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能向上を図

る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

Ｈ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
 

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」以降「平成 8年」より前 

(適用道路橋示方書：昭和 55年)  
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）  

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（国）150 号 磐田市掛塚（掛塚橋）橋梁耐震         

 

１ 事業概要 

全体事業費： 1,553,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 32 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（国）150 号は静岡県の地域防災計画において、第 2 次緊急輸送路として指定され

ている路線である。 

 本橋梁は、大規模地震発生時に十分な耐震性能が確保されておらず重大な損傷の

恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能向上を図

る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 2次緊急輸送路）   

 

 ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

Ｈ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
 

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 2次緊急輸送路）   

 

 ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前 

(適用道路橋示方書：昭和 14年)  
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）  

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（国）150 号 磐田市駒場（美駒橋）橋梁耐震         

 

１ 事業概要 

全体事業費： 18,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 30 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（国）150 号は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路として指定され

ている路線である。 

 本橋梁は、大規模地震発生時に十分な耐震性能が確保されておらず重大な損傷の

恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能向上を図

る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

Ｈ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
 

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路）   

 

 ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」以降「平成 8年」より前 

(適用道路橋示方書：昭和 55年)  
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）  

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（主）伊東修善寺線 伊東市鎌田（記念が洞橋）橋梁耐震    

 

１ 事業概要 

全体事業費： 380,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 31 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（主 ）伊東修善寺線は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路とし

て指定されている路線である。 

 本 橋 梁 は、大 規 模地 震 発 生 時 に十 分 な耐 震 性 能 が確 保 されておらず重 大 な

損傷の恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能

向上を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

 

 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前    

(適用道路橋示方書：昭和 48年)    
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）   

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（主）富士川身延線 富士宮市長貫（橋場桟道橋）橋梁耐震   

 

１ 事業概要 

全体事業費： 580,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 34 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（主 ）富士川身延線は静岡県の地域防災計画において、第１次緊急輸送路とし

て指定されている路線である。 

 本 橋 梁 は、大 規 模地 震 発 生 時 に十 分 な耐 震 性 能 が確 保 されておらず重 大 な

損傷の恐れがあることから、橋梁の耐震対策を実施し、緊急輸送路としての機能

向上を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

 

 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け 緊急輸送路に該当（第 1次緊急輸送路） ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前    

(適用道路橋示方書：昭和 31年)    
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）   

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（一）沼津小山線 小山町藤曲（須川橋）橋梁耐震       

 

１ 事業概要 

全体事業費： 30,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

（一 ）沼 津 小 山 線 は日 あたり交 通 量 が6,000台 を超 える交 通 量 の多 い路 線 であ

る。 

 本 橋 梁 は、大 規 模地 震 発 生 時 に十 分 な耐 震 性 能 が確 保 されておらず重 大 な

損 傷 の恐 れがあることから、橋 梁 の耐 震 対 策 を実 施 し、重 要 路線 の機 能 向 上 を

図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 

交通量が多い重要路線上の橋梁 

（7,004 台/日） 
○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

 

 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け 
交通量が多い重要路線上の橋梁 

（7,004 台/日） 
○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前    

(適用道路橋示方書：昭和 47年)    
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）   

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（一）袋井小笠線 掛川市中（花面橋）橋梁耐震        

 

１ 事業概要 

全体事業費： 215,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 31 年度 

計画概要： 橋梁耐震対策工 

 

２ 目的・必要性 

本橋梁は、橋長100ｍ以上の長大橋であり、大規模地震により損傷が生じた場

合、修復に長期の期間を要することが想定される。 

また、現状では、大規模地震発生時に十分な耐震性能が確保されておらず重

大な損傷が生ずる可能性もある。 

このため、橋梁の耐震対策を実施し、橋の機能向上を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 

橋長 100ｍ以上の長大橋 

（橋長 125.4ｍ） 
○ 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
 

 

 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
  

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
  

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
  

重要性 既存計画への位置付け 
橋長 100ｍ以上の長大橋 

（橋長 125.4ｍ） 
○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 
「昭和 55年」より前    

(適用道路橋示方書：昭和 47年)    
 ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 
 

 

熟度 事業の熟度（執行の環境）   

計 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金事業                      

路線名： (主)清水富士宮線 富士宮市内房 ほか(仲橋ほか 15橋) 橋梁補修   

 

１ 事業概要 

全体事業費： 800,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

主要地方道清水富士宮線は、緊急輸送路として指定されている重要な路線で

ある。 

本橋梁を含む 16 橋の橋梁については、平成 26 年度と平成 27 年度の橋梁点検

の結果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して緊急輸送路とし

ての機能確保を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ａ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金事業                      

路線名： (主)島田川根線 島田市神座 ほか(御堂沢橋ほか 26 橋) 橋梁補修  

 

１ 事業概要 

全体事業費： 300,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

主要地方道島田川根線は、緊急輸送路として指定されている重要な路線であ

る。 

本橋梁を含む 27 橋の橋梁については、平成 26 年度と平成 27 年度の橋梁点検

の結果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して緊急輸送路とし

ての機能確保を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ａ’ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：(一)御殿場箱根線 御殿場市東田中 ほか (御殿場高架橋ほか 9 橋) 橋梁補修  

 

１ 事業概要 

全体事業費： 800,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

本橋梁を含む 10 橋の橋梁については、平成 26 年度と平成 27 年度の橋梁点検

の結果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して早期に措置を講

じ、機能確保を図る必要がある。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ｂ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：(主)下田石廊松崎線 南伊豆町下流 ほか(浜出橋ほか１橋)橋梁補修   

 

１ 事業概要 

全体事業費： 300,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

本橋梁を含む２橋の橋梁については、平成 26 年度及び平成 27 年度の橋梁点

検の結果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して早期に措置を

講じ、機能確保を図る必要がある。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ｃ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金事業                       

路線名：(国)150 号 吉田町大幡 ほか  (富士見橋ほか 25橋) 橋梁補修  

 

１ 事業概要 

全体事業費： 800,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

一般国道１５０号は、緊急輸送路として指定されている重要な路線である。 

本橋梁を含む 26 橋については、平成 26 年度及び平成 27 年度の橋梁点検の結

果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して緊急輸送路としての

機能確保を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ａ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名： 防災・安全交付金事業                       

路線名：（国）150 号 袋井市湊 ほか (太郎助橋ほか 28橋) 橋梁補修  

 

１ 事業概要 

全体事業費： 450,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

一般国道１５０号は、緊急輸送路として指定されている重要な路線である。 

本橋梁を含む 29 橋については、平成 27 年度の橋梁点検の結果、判定区分Ⅲ

と診断されたため、必要な補修を実施して緊急輸送路としての機能確保を図る。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ａ’ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 



 
別紙３ 

事業名：防災・安全交付金事業                       

路線名：（国）469 号 裾野市須山 ほか(二号橋ほか１橋) 橋梁補修   

 

１ 事業概要 

全体事業費： 450,000 千円 

計画期間： 平成 29 年度～平成 33 年度 

計画概要： 橋梁補修設計・橋梁補修工 

 

２ 目的・必要性 

本橋梁を含む２橋の橋梁については、平成 26 年度と平成 27 年度の橋梁点検

の結果、判定区分Ⅲと診断されたため、必要な補修を実施して早期に措置を講

じ、機能確保を図る必要がある。 

 

３ 評価 

※ A評価（通常評価）：効率性、必要性、熟度の視点について、客観的指標等により評価するもの 

※ S 評価（優先度評価）：既存計画等に位置付けられた「重要性の高い箇所」や、速やかに事業着手する必要がある「緊急性の高

い箇所」を、優先度が高いと判断し評価するもの 

（橋梁耐震対策事業、橋梁補修事業は○による） 

視点 評価項目 評価指標 評価 

必要性 

｢ふじのくにの

“みちづくり”｣

に掲げる施策と

の整合 

災害に強く信頼性の高い

みちづくり 
- 

安全な生活を実現するみ

ちづくり 
橋梁中長期管理計画に基づく事業実施箇所     ○ 

多様な交流や経済活動を

支えるみちづくり 
- 

地域の生活と自立を支援

するみちづくり 
- 

美しい景観と潤いある環

境を確保するみちづくり 
- 

重要性 既存計画への位置付け 
橋梁中長期管理計画管理グループ 

Ｃ 
   ○ 

緊急性 速やかな事業着手の必要性 橋梁点検 診断：Ⅲ    ○ 

効率性 費用対効果・事業規模の妥当性 -  

熟度 事業の熟度（執行の環境） - 

計 


